
本書で使われている画面などのイラストはイ
メージであり、実際の表示と異なる場合があ
ります。意匠・仕様・ソフトウェアは製品改
良のため予告なく変更することがあります。

取扱説明書
液晶テレビ

地上・BS・110度CSデジタルハイビジョン液晶TV　
24型/32型
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 ● 開始する前に、本機に以下の付属品が含まれているか確認してください。足りないものがあった場合、ご購入店に問い合わせてくだ
さい。

 ● 外部接続用の一部のケーブル類およびコード類は含まれていません。別途購入してください。

付属品

リモコン
 ● リモコン       　×１

 ● 単四形乾電池　×２

miniB-CAS カード 
 ● miniB-CAS カード 　×１   

台紙に張り付けられています

警告

資料 
 ● 取扱説明書　            ×１

 ● かんたんガイド　　　  ×１

 ● 保証書　　            　×１

ケーブル
 ● 電源コード　 ×１

miniB-CASカード紛失防止ホルダー

スタンドベース

9

 ● イラストは実際の商品の外観とは異なる場合があります。

24型

３２型

 ● ネジ 2本 ● スタンドベース     ×２

 ● ネジ 2本 ● スタンドベース     ×２

AV変換コード
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 ● イラストは実際の商品の外観とは異なる場合があります。

各部のなまえ

10

本体左側面

本体背面

24型

4

1

5
4

1

2

3

4

5

４  録画用端子（USB 1/USB 2）

３  BS・110度CSアンテナ
      入力端子

２  地上デジタルアンテナ
　 入力端子

１  音声出力端子
（ステレオミニジャック）

※マルチ操作ボタンの使い方は
　 22ページを参照して ください。

1   液晶画面

2   電源ランプ   

3   リモコン受光部

4   スタンドベース

5   マルチ操作ボタン

2  B-CASカード挿入口

6

7

8

2・3

1 2

3

1   AV入力端子

3   AC電源入力端子

８  LAN端子

５  HDMI２入力端子

７  光デジタル音声出力端子
  （光角型ジャック）

６  HDMI１入力端子(ARC対応）
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 ● イラストは実際の商品の外観とは異なる場合があります。

各部のなまえ

11

32型

4

1

4

2・３

5

本体背面

1 2

本体左側面

※マルチ操作ボタンの使い方は
　 22ページを参照して ください。

1   液晶画面

2   電源ランプ   

3   リモコン受光部

4   スタンドベース

5   マルチ操作ボタン

2  B-CASカード挿入口

1   AV入力端子

3   AC電源入力端子

1

2

3

4

5

6

7

8

８  LAN端子

４  録画用端子（USB 1/USB 2）

５  HDMI２入力端子

３  BS・110度CSアンテナ
      入力端子

２  地上デジタルアンテナ
　 入力端子

１  音声出力端子
（ステレオミニジャック）

７  光デジタル音声出力端子
  （光角型ジャック）

６  HDMI１入力端子(ARC対応）

3
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リモコン
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乾電池を入れる リモコンの有効範囲

リモコンの準備と使い方

6m

６ｍ
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スタンドベースを取り付ける
 ● 指示に従って組み立てて下さい。

 ● イラストは実際の商品の外観とは異なる場合があります。

 ● 特に組立中の損傷を避けるため、ネジやプラスチック部品はグリースや有機溶剤から離して置いて下さい。

 ● 組立中に画面に傷がつかないよう、画面の下に軟らかい布などを置くようにしてください。

 ● スクリーンを下にして倒すとき、画面に傷がつかないよう、下に先の尖ったものを置かないでください。

 ● 壁に取り付けたい場合は、別途専用の金具を購入してください。取付詳細は各金具（市販）の取扱説明書に従ってください。

 

本体にスタンドベースを取り付ける穴に
合わせ、付属のネジ2本で固定する。

テーブルなどの台の上に毛布などの
柔らかい布を敷き、その上に液晶画
面を下向きにして本機を置く。

取付用ネジ2本 スタンドベース×２

スタンド用組み立て部品を確認する。

やわらかい布など

台

 

本体にスタンドベースを取り付ける穴に
合わせ、付属のネジ2本で固定する。

テーブルなどの台の上に毛布などの
柔らかい布を敷き、その上に液晶画
面を下向きにして本機を置く。

取付用ネジ2本 スタンドベース×２

スタンド用組み立て部品を確認する。

３２型２４型

       

やわらかい布など

台

スタンドB スタンドA

スタンドB

スタンドA

スタンドBスタンドAスタンドBスタンドA
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壁かけでご使用

 ● 本機は壁にかけて使用することができます。

 ● この商品は落下事故などの危険を防ぐため、取付方法には
十分注意する必要があります。

 ● 十分な技術、技能を有する取付工事専門業者が施行を行っ
てください。

テレビを設置すると壁かけでご使用
正しい置きかた

 ● テレビを設置する前に、設置面がテレビの重さに耐えるこ
とができるか確認してください。

 ● 不安定な場所に設置しないでください。また、テレビの前
面が設置面から張り出さないようにしてください。

 ● 通風孔をふさがなように本機の上および周囲に10cm以
上の空間を設けてください。

※ この製品イラストは実物と異なる場合があります。

10 cm
10 cm

mc 
0
1

 

※壁掛け金具：別売市販
最寄りの家電量販店等にお問い合わせください。

 

本機背面の壁掛け穴のピッチに合わせて、本機を壁面に設
置してください。

 

設置の際は本機を落下させないように注意してください。

※ 

壁掛け金具取り付け用ネジ穴

 
壁掛け取り付け寸法：200×200ｍｍ  
本体側固定用ネジ：PM4×9mm（本体付属） 

イラストは実際の商品の外観とは異なる場合があります。
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 ● アンテナ接続時には、必ず本機の電源をオフにして、電源
コンセントから電源プラグを抜きます。

 ● アンテナを接続する際は、スパナなどの工具を使用しない
でください。

 ● 電波が減衰するため、アンテナ線はできるだけ短いものを
使用してください。

 ● イラストは実際の商品の外観とは異なる場合があります。

一戸建て住宅（個別アンテナによる受信）

ア
ン
テ
ナ
入
力

アンテナ電源
DC 15V
最大 4W

BS・
110度CS

H
D
M
I入
力

m
in
iB
-C
A
S

>　PP　<

5
V
   
  0
.5
A

U
S
B
 2
.0

5
V
   
  0
.5
A

U
S
B
 2
.0

地上
デジタル

4

3（ARC）

ア
ン
テ
ナ
入
力

BS・
110度CS

H
D
M
I入
力

m
in
iB
-C
A
S

U
S
B
 2
.0

U
S
B
 2
.0

地上
デジタル

4

3（ARC）

［本機左側面］

アンテナ線
（市販品）

アンテナ線
（市販品）

UHFアンテナ（地デジ)

壁のアンテナ端子
（地デジ）（BS・110度CS）

集合住宅（共用アンテナによる受信）

 ● BS・110度 CSおよび地上デジタルで共用アンテナを使
用する場合、DTVを受信できるようにするため一部工事
が必要になることがあります。詳細については、大家の方
またはアパート /マンションの管理組合に事前の準備を依
頼します。

 ● BS・110 度 CS 共用アンテナには電源が必要です。
BS・110 度 CSアンテナ入力端子を通じて電源が供給
されるようにBS・CS/UHF ミキサーおよびデュプレク
サーに電流が流れるようにする必要があります。

※ 本機から BS・110度 CS共用アンテナへ電源を供
給する必要はありません。

アンテナを接続する

ア
ン
テ
ナ
入
力

アンテナ電源
DC 15V
最大 4W

BS・
110度CS

H
D
M
I入
力

m
in
iB
-C
A
S

>　PP　<

5
V
   
  0
.5
A

U
S
B
 2
.0

5
V
   
  0
.5
A

U
S
B
 2
.0

地上
デジタル

4

3（ARC）

ア
ン
テ
ナ
入
力

BS・
110度CS

H
D
M
I入
力

m
in
iB
-C
A
S

U
S
B
 2
.0

U
S
B
 2
.0

地上
デジタル

4

3（ARC）

壁のアンテナ端子

BS・CS/UV分波器（例）
（市販品）

（地デジ）（BS/110度CS）

アンテナ線
（BS/110度CS対応市販品）

電流通過

録画機器を経由する場合

 ● 録画機器のアンテナ電源供給がオンに設定されていること
を確かめてください。詳細については、録画機器の取扱説
明書を参照します。

地上
デジタル
地上
デジタル

壁のアンテナ端子または
BS・CS/UV分波器から

電源

地
上
波
デ
ジ
タ
ル 入力

（アンテナから）

出力
（テレビへ）

入力
（アンテナから）

出力
（テレビへ）B

S
/1
1
0
度
C
S

BS・CS１１０度共用アンテナ ［本機左側面］

［本機左側面］



18

 ● デジタル放送を受信するには、miniB-CAS( ミニビーキャ
ス )カードが常時挿入されている必要があります。

 ● miniB-CASカード台紙（説明書）の記載内容をご覧くだ
さい。今後参照出来る様に保管しておきます。

警告

台紙（説明書）

miniB-CASカード

 ■
 ● miniB-CAS. カードの挿入・排出時には、本機の電源
をオフにし、電源コンセントから電源プラグを抜いて
おいて置いてください。

 ● IC チップが汚れているとデジタル放送が受信できな
い場合があります。IC チップに触れないよう注意し
てください。

 ICチップ

 ● 乾いた、清潔な手で取り扱ってください。

 ● IC チップが汚れている場合、清潔で柔らかい、乾い
た布でクリーニングしてください。

 ● イラストは実際の商品の外観とは異なる場合がありま
す。

miniB-CASカードを挿入する
挿入のしかた

1  miniB-CASカードの台紙をよく読む。

2  miniB-CASカードを台紙から剥がす。

3  miniB-CASカードのロゴ印刷面をテレビ
背面に向けて、カチッと音がするまで押し
込む。

miniB-CASカードのテスト 

 ● miniB-CASカードを挿入後、３秒ほど待ってから次の操
作を実行してください。

 を押し、「機器設定」→「設置設定」
を選び、 を押す。

 「B-CASテスト」を選択し、 を押す。

 「NG」が表示された場合は、miniB-CAS カードが
挿入されているか確認してください。 

※miniB-CASカードの紛失防止のため、付属の
miniB-CASカード紛失防止ホルダーを取り付け
てお使いください。

miniB-CASカードのテスト 

miniB-CASカードの取り扱い

※mini B-CASカードを取り外す場合、mini B-C
　ASカードを押すとカードが少し出てきます。
　そのまま抜いてください。ICチップに触れない
　よう注意してください。
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電源を入れる
電源プラグをコンセントから抜く際のご注意

 ● コンセントからプラグを抜く際は :

①  録画が行われていないか確認してください。

 USBハードディスクに録画を行っている際に電源を
プラグを抜いてしまうと、録画した番組が消えてしま
うことがあります。

②  録画予約が始まらないか確認してください。

 録画予約が始まった際に電源プラグを抜いてしまう
と、予約した番組が録画されません。

③  本体の電源を消してください。

 「待機」の際も、本体はわずかですが電力を消費して
います。

④  コンセントからプラグを抜きます。

 テレビの電気が完全に切れます。

 本体背面のAC電源端子に電源コードを差し込
む

 電源プラグをコンセントに差し込む
本体が待機状態になり、前面の電源ランプが赤
く点灯します。

 リモコンの  または本体底面のマルチ操作ボ
タンを押す
電源が入り、本体前面の電源ランプが緑色に点
灯します。
画面が表示されるまでにしばらく時間がかかり
ます。

はじめて電源を入れたときはチャンネル設定が必
要です。次　　　　　　　　　　　ページの「かんたん設定」を参照し、
設定してください。

 ● アンテナの接続が終わったら、本機の電源を入れます。
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『かんたん設定』
「かんたん設定」について
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アンテナの方向調整

所定位置にアンテナを固定します。
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テレビを見る
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テレビを見る
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テレビを見る
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テレビを見る
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テレビを見る

47
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便利な機能を使う
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便利な機能を使う
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便利な機能を使う

57
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便利な機能を使う

テレビの無操作状態が 4時間以上続くと、自動的に
電源が切れ、待機状態になります。

約10分以上無信号状態が続くと、自動的に電源を切れ、
待機状態になります。
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便利な機能を使う

59
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録画の準備

65

USBハードディスク

USBケーブル 
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録画の準備

31
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録画・予約機能について

32

41

65

35

37

35



録
画
／
予
約
す
る

35

録画と予約 

 「予約する」: 選択番組を予約する。

 「毎週予約する」: 

 「自動録画する」: 

 「詳細設定」: 予約の詳細設定を設定する。 

シリーズ番組予約を設定することができます。

 毎週番組を予約する。

38

（56ページ参照）
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毎週の予約をするために

 ● 自動番組予約をすると、同じ曜日の同じ時刻に放送する番
組を選択すると、「全番組」をセットすることができます。

①  「番組表から録画予約する」の手順 4の「録画予約
設定」画面で「毎週予約する」を選び、 を押す。

②  確認画面で「はい」を選択し、 を押す。 

自動予約をするために

 ● シリーズ番組予約を設定することができます。時間と日付
なしに自動的に確保されます。（次の放送時間と日付が放
送チャンネル、時間帯が自動的に検索されます）

①  「番組表をから録画予約する」の手順4の「録画予約
設定」画面で「自動録画する」を選び、 を押す。

②  確認画面で「はい」を選択し、 を押す。

 シリーズ予約は２４個までできます。

 極端に短い番組タイトルは、セットアップのために使
用することはできません。

 番組タイトルが前のものと異なる場合、次の放送が検
索されない場合があります。

 同じ番組が 1日に複数回放送される場合は、1回だ
け予約を設定します。

 次の予約を設定するために 1日程度かかる場合があ
ります。 

 次の放送時間が 90分以上シフトする場合は、予約が
行われない場合があります。 

 

 「録画予約設定」⇨「毎週予約する」または「自動録
画する」録画された番組が 、「録画リスト」画面で
まとめ番組として示されます。

留守などで不在にする場合など、「メニュー」→機器
設定→録画設定→自動予約→オフを選択して自動録画
を一時的に止めることができます。

録画予約の詳細を設定するには

 ● 録画予約の詳細を設定できます。

①  「番組表から録画予約する」の手順4の「録画予約
設定」画面で「詳細設定」を選び、 を押す。

 「詳細設定」画面が表示されます。

 「予約方式」: 「視聴」または「録画」から選びます。

 「録画機器」:  録画するためにUSBハードディスク
を選択。

 「その他の設定」:  「録画番組のプロテクト」をセッ
トする。（以下で説明） 

※ オプションは、視聴予約には使用できません。 

 「日時指定予約へ」:  「日時指定予約」を画面表示。  
詳細については、下記の「指定した日時に番組を予約
するには」を参照してください。 

②  お望みのように予約設定を変更します。  

③   で「録画予約設定」画面に戻ります。

④  ▲▼  で「予約する」を選択し、 を押す。

 

  

録画した番組の保護を設定するには

 ● 誤って削除されないよう、重要な録画番組を保護する
ように設定することができます。

①  
設定」画面で「詳細設定」を選び、 を押す。

②  ▲▼  で「その他の設定」を選択し、 を押す。 

③  「録画番組のプロテクト」の「する」を選択する。

「番組表をから録画予約する」の手順4の「録画予約
 

 

詳細設定 

予約方式

録画機器

その他の設定

日時指定予約ヘ

見るだけ         録画

USB HDD
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録画と予約 つづき

3８

「予約方式」: 「見るだけ」または「録画」を選択。

「放送種別／チャンネル」: チャンネルを設定します。
「曜日／日」: 日付や曜日を設定します。

「毎日」または「毎週」も選択できます。
「開始時刻」: 予約の開始時刻を設定します。

「終了時刻」: 予約の終了時刻を設定します。 

「その他の設定」: 「録画番組のプロテクト」の設定
します。
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録画と予約 つづき
予約のステータスを示すアイコン

 ●「予約一覧」画面の右サイド、予約のステータスを示すア
イコンが表示されます。

アイコン 意味

録画 録画予約した番組。

自動予約 シリーズ予約した番組。

次回未定 シリーズ予約の次の放送が、まだ見つ
かっていません。

見るだけ 視聴予約した番組。

済 予約時間が終了した番組。

済　取消 予約の取り消し操作をしたり、番組録画
が録画機器状態によって取り消された。

済　おしらせ

予約実行の中止、時間の変更、指定の
信号で録画することができないなど、                   
録画装置が正しく動作していない時に表
示します。

重複 優先度の低い重複した予約を表示。

警告 予約は、受信チャネルの変更などにより
実行され無い時に表示。

　を押すと、自動録画に設定している予約

　で予約した番組を選択します。
　を押し、はいを選択して、　　　を押すと予約

の削除/取消しができます。

赤
のみ確認ができます。

黄
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予約操作

 ● 予約が設定された後、テレビの操作は以下の通りです。 

予約番組が放送されると開始されます
 ● 予約番組の放送時間に近づくと、画面上にメッセー
ジが表示されます。
 ● 予約を記録する場合には、予約番組のチャンネルに
切り替えます。
 ● 視聴年齢制限の予約番組が起動したら、画面上にメッ
セージが表示されます。  を押して、個人識別番号
を入力します。

⇩
リザーブ番組の放送中に

 ● 予約番組の録画中に操作できないボタンを押すと、 
「この操作を行うには、録画を中止する必要があり
ます。録画予約が始まっているときは、予約中止さ
れます。」または、「録画中は操作できません。」
というメッセージが表示されます。  

⇩
予約番組の放送後

 ● いつものようにテレビを使用することができます。

優先予約

 予約番組の開始時間が、他の予約と重複する場合には、重
複する番組は記録されません。 このテレビは、重複した
番組の優先順位付けをし、それらを自動的に記録します。 

二つの予約が重複した場合

 ● 後で開始する予約の開始時刻が早く開始する予約の終了時
刻と重なった場合に、早く開始する予約が終了するまで、
後に開始する予約が開始されません。 

予約開始時刻の早い番組を優先

予約開始時刻 録画開始 終了

終了予約開始時刻
（録画開始）

先に始まる番組

後から始まる番組

録画されません

 

後の予約は先の予約の終了１分後に開始

 ● 先に開始している番組の終了時刻が後に開始する番組の開
始時間と同じである場合、先に開始している番組の終了時
に約 1分録画されません。

予約開始時刻の早い番組を優先

予約開始時刻   終了

終了予約開始時刻
（録画開始）

（録画開始）

先に始まる番組

後から始まる番組

1分が録画されません

録画と予約 つづき

録
画
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外部機器を接続するつづき

DVDプレーヤー

赤黄

ゲーム機

1

外
部
機
器
を
接
続
す
る

白

赤

黄

白

AVケーブル
（別売市販）

AV転換コード
（付属品）

HDMIケーブル
（別売市販）

ケーム機、ビデオカメラなどAV出力端子を持つ外部機器は、付属品のAV転換コードで本機の
AV入力端子に接続してから、AV(RCA）ケーブルで外部機器と接続してください。
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オーディオ用光デジタルケーブル
（別売市販）
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インターネット接続  
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サブメニュー画面

30 

38

58

38
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設定メニュー一覧

５9

58

46

57

56

30

29

37

49

48

55

54

52

53

 　　を押して設定したい項目を選択し、
を押す

53

設

定

　　で調整し、　　を押す

　を押す
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お好みの映像設定
 ● 映像設定メニューは、視聴している番組の種類とお好みに応じて最適な設定を行うために使用されます。

 ● 映像設定メニューは、すべての放送種類及びすべての入力ソースに対して個別設定することができます。

設

定
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お好みの映像設定つづき
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 ● 音声メニューは、音声出力を最適化し最高の音声再生設定を行うために使用されます。

 ● 音声メニューは、すべての放送の種類とすべての入力ソースに対して設定することができます。

お好みの音声設定

設

定
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お好みの音声設定 つづき 
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機器設定

33

設定できる年齢は、「４才」～「１９才」と「無制限」です。

で視聴年齢制限設定」を選択し、

設

定
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機器設定
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機器設定
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機器設定
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つづき

「バックライト」や「コントラスト」を調整してください。

「バックライト」や「コントラスト」を調整してください。
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製品仕様
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受 信 機 型 サ イ ズ ※ 1 24V 32V

電 源 ※ 2 AC 100V 50/60Hz

定 格 消 費 電 力 45W
電源「待機」時：0.5W

74W
電源「待機」時：0.5W

年間消費電力量 （標準）  

3

43.7kWh/year 68.9kWh/year

区 分 名 ※ DK ( HD、液晶ノーマル、付加機能なし） 
 

 

外 形 寸 法

 

幅550.6 X 高さ361X 奥行159.2 mm 

質　　　　　　　　量

液 晶

画 面

画 面寸法  幅521.5×高さ293.2ｍｍ
 

幅697.7×高さ392ｍｍ

駆動方式 VA パネル（直下型 LED バックライト）

画 素 数

約 178°×178°（右左/上下）   

 

壁 掛 け 寸 法

受 信 チ ャ ン ネ ル
地上波デジタル :   UHF(13  　 62ch)  CATVパススルー（VHF、UHF）対応共有    
BSデジタル :   BS000  ～ BS999、110 度 CS  デジタル :  CS000 ～ CS999

チ ュ ー ナ ー  １地上デジタルチューナー  + １ 衛星デジタルチューナー

音 声 出 力 実効最大出力：３W＋３Ｗ    

入 力・ 出 力 端 子

HDMI  Ver1.4a   入力  (1 ～２) ARC出力 (HDMIポート１共有）

USB：録画用外付けHDD専用×２   

LAN ポート×１

ヘッドホーン出力端子：口径 3.5mm ステレオミニジャック×１

光デジタル音声出力端子×１

使 用 環 境 条 件 温度：０℃～４０℃／－20℃～４５℃
１０%ＲＨ（結露のないこと）

付 属 品  ページを参照してください。

※ 1 受信機型サイズ  は、有効画面の対角寸法を基準とした大きさの目安です。

※ 2 本機は日本での使用のため設計されており、電源電圧、放送方式の異なる外国ではお使いになれません。

※ 3 区分名 : 区分名とは、「エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネ法）」では、テレビに使用される画素数、表示素子、動画
表示及び付加機能の有無等に基づいた区分を行なっています。その区分名称を言います。

～

HDMI 対応入力解像度 ：480i、480p、720/60p 、
　1080/60i、1080/24P、1080/30P、1080/60P

湿度： 20%～８０％RH／

本体側固定用ネジ（本体付属）

9

2.5kg（NET)/ 3.５kg（総重量） 3.6kg（NET)/ 5.1kg（総重量）

1366(H)×768(V)

200mm × 200mm
PM4×9mm

実効最大出力：６W＋６Ｗ

DN ( HD、液晶ノーマル、付加機能なし） 
 

 

応  答  速  度 8.5ms Gray to gray(BW)

視    野     角

輝            度 230cd/㎡

コントラスト比 3000:1

AV入力端子×１：映像：１V(p-p)、75Ω、負荷期音声：500mV(rms)、
　　　　　　　　　　22kΩ以上(インピーダンス)

幅732 X 高さ479X 奥行177.6mm

H    D    D    録    画    機    能

留守録対応、番組表から録画予約可能（最大録画予約件数64）、最大録画番組数3000
（160G以上、最大4TBまでの外付けHDD対応、本機はUSB2.0規格に対応しています）、
日時指定予約機能、放送時間連動機能、レジューム再生、追っかけ再生、頭出し再生、
ワンタッチスキップ機能、HDD省エネ設定機能



 

●

 
動作確認済み外付けUSB ハードディスクは以下のとおりです。

名ズーリシ品製元売発

エレコム社製
 ELD-ERTUBK シリーズ
 SGD-NXU シリーズ
 ELD-QENUBK シリーズ

 BUFF ALO 社製  HD-NRLC シリーズ

＊ 上記機器との動作を保証するものではありません。

ご注意 ( 本表をご参照するにあたって )
 ● USB ハブは使用できません。

 ● USB ハードディスクを最初にテレビへ接続した時、このテレビ専用にて初期化されて以前のデータは消去されます。従って、

他のテレビで録画した番組や PCでのデータを残したままUSBハードディスクを共用して使う事はできません。

 ● 上記 USB ハードディスクは、弊社にて動作確認済みです。（但し、HDDを完全保証するものではありません。）

 ● 新しく動作確認が完了したUSB ハードディスクは順次追加更新します。

 ● SeeQVaultTM( シーキューボルト ) によるコンテンツ保護技術対応のUSBハードディスクはご利用できません。

 ● USB ハードディスクに関するお問い合わせは、それぞれのUSBハードディスクメーカーへお願いします。

 ● 発売以後にて生産終了するUSBハードディスクが発生する場合も御座います。

 ● USB ハードディスクのカラーについては、型名の＊または＊＊で指定可能です。

製品仕様
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輸入元：株式会社ジョワイユ
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